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研究成果の概要（和文）：本研究は、ラオスとネパールにおける保健教育の質的向上を目指し、教員の保健教育
の指導力を高めるための授業研究を実施し、その成果と課題を明らかにすることを目的とした。研究では、文献
レビューにより、保健教育に関する指導力が、教育制度や教員の役割、対象とするテーマにより多岐に渡ること
を明らかにした。その後、教育・保健政策、教科書等の分析を踏まえて、水・衛生（手洗い啓発の企画）、非感
染性疾患（肥満と痩せの栄養問題の二重負荷）、月経教育を通した包括的性教育等に関する教育教材と、その指
導に求められるコンピテンシーを開発した。そして、教材を用いた実践を行い、授業の事前・事後に質問紙調査
により効果を評価した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to conduct a lesson study to identify the 
results and challenges in improving teachers' health education teaching skills in Laos and Nepal 
with the aim of improving the quality of health education in these countries. In the study, a 
literature review revealed that teaching skills in health education varied widely depending on the 
educational system, the role of teachers, and the subject matter covered. Then, based on the 
analysis of education and health policies, textbooks, etc., educational materials and the 
competencies required to teach them were developed regarding water and sanitation (planning hand 
washing awareness), non-communicable diseases (double burden of nutritional problems of obesity and 
thinness), and comprehensive sexality education through menstrual education. The teaching materials 
were then put into practice, and their effectiveness was evaluated through a questionnaire survey 
before and after the lesson.

研究分野：国際学校保健
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人的・経済的資源の限られている低・中所得国では、学校での保健教育を通じて、子ども達に健康に関する情報
を伝達し、適切な健康習慣を獲得させることは、将来の国民の健康を維持増進するために、最も適切かつ効率的
な手段である。保健教育の質的向上は、多くの国々での共通課題であり、その克服のために、授業研究の手法の
活用と、教員に求められるコンピテンシーの解明は急務である。この背景のもと、本研究では、いくつかのテー
マに関する教材の開発と求められるコンピテンシーを解明し、それを用いた授業研究による指導力の向上を明ら
かにした。本研究で得られた成果を他国にも応用することで、当該国での保健教育の質的向上が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
開発途上国では、子どもの健康と栄養状 態の改善による学習成果の向上が目指されている。
しかし、後開発途上国では、子ども達が保健の知識や技術を獲得する機会は、非常に限られてい
るため、特に、アジアの最貧国であり、保健医療人材が乏しいラオス及びネパールでは、学校で
教員が行う保健教育を活性化させることが、子どもの健康状態を効率よく改善させることにつ
ながり、将来の社会を担う子ども達にとって極めて有効かつ重要なアプローチとなっている。そ
のため、学校での保健教育の質的向上を行う必要性が指摘されている。また、その実現のために
は、教員に求められるコンピテンシーを解明するとともに、教員が多様化、複雑化する健康課題
に関して自主的・主体的に学習していく自己教育力を育成していくことが必要になる。しかしな
がら、これまでの研究では、学童期の子どもにおけるエイズや肥満、低栄養等、特定の健康問題
に関する罹患の状況や背景要因を検討する疫学的研究、学校を活用した保健サービスの有効性
や課題が検討されてきているが、学校での保健教育で指導されるべき内容や指導の効果を学術
的に評価した研究は極めて少ない。また、地域の中で健康教育を行う人材に必要とされる力量は
明らかにされてきているが、学校の教員の保健教育に着目した研究は少なく、保健教育の質的向
上の具体策は、十分に明らかにされていない。一方、自己教育力については、これまで、先進国
では、教師、看護師などを対象とした研究が行われてきているが、開発途上国において、教員の
自己教育力に関する研究の知見は十分に明らかにされていない。また、日本では、教育の質的改
善の鍵として、授業研究が行われている。この手法を用いた取り組みは、アジア・アフリカの理
数科教育で応用されており、理科や数学に関する基礎的な知識の不足が指摘されているものの、
一定の成果が報告されている。しかし、保健教育では、授業研究の手法が有効なのかが検証され
てきていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、文化や社会的背景の異なるアジアの後開発途上国における保健教育の質的向上 
のための方策を検討するために、ラオス及びネパールにおいて、①教員の保健教育の指導に関す
るコンピテンシーの実態（測定法の開発を含む）、②教員の自己教育力の実態（評価方法の開発
を含む）、③保健教育の指導に関するコンピテンシー及び自己教育力に関連する要因を解明する。
さらに、④自己教育力及び保健教育の指導に関するコンピテンシーの向上を目的とした授業研
究を行い、その成果と課題を明らかにすることを目的とする。さらに研究成果を活用した当該国
内外での研修実施により、当該分野の実践と研究の推進に資することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まずスコーピングレビューを行った。次に、ラオス及びネパールの教育・保健政
策、小学校の学習指導要領及び教員養成校で使用されている教科書等を収集し、必要とされてい
る教員の保健に関する知識や保健教育の指導力を明らかした。その後、上記の文献レビューの結
果、保健教育全体のコンピテンシーではなく、モデル授業を設定し、その指導内容ごとに求めら
れるコンピテンシーを設定していく方がよいのではないかとの結論に達した。そのため、ラオス、
ネパール及び日本の共同でオンライン会議を複数回開催し、健康教育・疫学・地域保健・医療人
類学等の研究者、学校現場での保健教育の指導経験のある教員経験者等との共同で、中学生を対
象とした指導を想定してモデル授業を開発し、その指導の際に求められるコンピテンシーを設
定した。また、コンピテンシーの設定の際には、各国の既存の教科書等の指導内容等を分析し、
参考とした。その後、開発した教材を用いた教育の事前と事後に、自記式の質問紙調査を行い、
指導前後の変化を分析した。授業研究については、ラオスでは、地理的環境の異なる 3 つの地
域、首都近郊（ドンカムサン及びビエンチャン県）、北部（ルアンパパーン）の教員養成校を対
象とした。ネパールでは、トリブバン大学のカトマンズ周辺のキャンパス、ポカラ周辺のキャン
パス、ルンビニ周辺のキャンパスの 3か所を対象とした。ネパールでの介入では、アクティブラ
ーニング、ESD、NCD に関わる教材を開発し、ネパールのトリブバン大学教育学部において、大
学教員に対する２日間の講習会を行なった。その際、教職希望の学生に対して、学校保健・保健
教育を専門とする教員が、非感染性疾患に関わる授業を以下の 3つの異なる条件で実施した。教
授法①は、教員が講習を受講し、開発した教材を活用して授業を行った(4 教室で 82 名を対象）、
教授法②は、教員が講習を受講せず、開発した教材を活用し授業を行った(4 教室で 86 名を対
象）、最後に教授法③は、教員に学習する内容のみを伝達し、従来の方法で授業を行ってもらっ
た(4 教室で 94 名を対象）。教育効果の検証のため、授業の前後に、栄養不良の二重負荷に関わ
る知識・理解を a 概念の理解、b 知識の定着、c 技能の定着、d 影響の理解、e 教材観の 5観
点から回答を得て、繰り返しのある 2限配置の分散分析により分析した。 
 
４．研究成果 
 令和 2 年度（2020 年度）は、文献レビューと関連文献の検討を行った。具体的には、保健教
育の指導力に関するコンピテンシー及び自己教育力を評価するためのツール開発のため、文献
レビューや教科書分析を行い、必要とされている教員の保健に関する知識や保健教育の指導力、



自己教育力を明らかにするための情報収集を行った。文献レビューでは、医中誌、CiNii、Google 
Scholar、Pub med、ERIC、Web of Knowledge、EBSCOなどの検索サイトを用いて分析をし
た。検索対象期間は、2000年～2020年とした。そして、日本語または英語の論文及び報告書内
の文章全体を検索対象とした。また、ラオス及びネパールでの関連文献の検討については、両国
の教育・保健政策、小学校の学習指導要領及び教員養成校で使用されている教科書等を収集し、
必要とされている教員の保健に関する知識や保健教育の指導力を検討した。 
 令和 3 年度（2021年度）は、新型コロナウイルス感染の蔓延により、海外でのフィールドワ
ーク調査が実施できなかった。ラオス及びネパールの共同研究者を通じて、各国の教育・保健政
策、小学校の学習指導要領及び教員養成校で使用されている教科書等を収集し、必要とされてい
る教員の保健に関する知識や保健教育の指導力を明らかにした。また、ラオス、日本、ネパール
の 3 カ国において、指導や開発の優先順位が高いと考えられているいくつかの具体的な健康課
題を設定して、その授業研究実施のための教材開発、指導法の開発、およびその指導で求められ
ているコンピテンシーを解明するための議論をオンラインで行った。具体的には、水・衛生（手
洗い啓発の企画）、非感染性疾患（肥満と痩せの栄養問題の二重負荷）、月経教育を通した包括的
性教育、新型コロナウイルス蔓延下でのメンタルヘルスマネジメント、感染症に関わる差別偏見
の予防、予防接種と免疫・抵抗等に関する教育教材を日本語、英語、ラオス語、ネパール語でそ
れぞれ開発した。また、コンピテンシーツールの項目としては、各テーマに関する学習の経験、
知識、態度、関心、実践状況に加えて、各テーマを、中学校を対象として指導する際に必要とな
ると想定される知識、態度、関心、指導の経験などを 設定した。また、3 カ国の共同研究者が
共同で、教育教材の開発やコンピテンシー項目を設定するプロセスや、議論の中で生じた成果や
課題をとりまとめて学術学会で報告した。さらに、各テーマに関する指導力のコンピテンシーツ
ールの開発においては、日本の教員養成機関の学生を対象としたオンラインでの質問紙調査等
を実施し、その成果と課題を学術学会で報告した。 
令和 4年度（2022年度）は、引き続き、オンラインで日本、ラオス、ネパールの研究者の共
同で、包括的性教育、非感染性疾患（肥満と痩せの栄養問題の二重負荷）、水・衛生（手洗い啓
発の企画）に関する中学生向けの教育教材の開発を行った。また、各テーマを指導する際に求め
られる教員のコンピテンシーについて明らかにした。その後、ラオスでは、2022年の 9月にラ
オス国立大学教育学部、バンクーン教員養成校、ドンカムサン教員養成校、ルアンパパーン教員
養成校において、上記で開発した 3 つの教育を行うために、教員養成機関の教員と近隣の中学
校の教員を対象とした教員研修を行った。さらに、2022年の 10月から 12月にかけて、教員養
成機関と各国の中学校で開発した 3 種類の教材を用いた授業実践とその効果評価を行った。ネ
パールでは、2022年 7月 31日から 2022年 8月 11日に、共同研究機関を視察し、保健教育の
現状を把握した。また、ネパールでの保健教育に関するコンピテンシーの解明のための調査と介
入研究に関する打ち合わせを行った。さらに、2022年 12月 16日から 12月 26日に、トリブバ
ン大学で、学校保健ならびに保健教育を担当している教員 16名を対象として非感染性疾患、特
に生活習慣に起因する肥満、痩身に関わる教育指導のコンピテンシー（教育態度、知識、種々の
指導方法の経験など）について質問紙調査法を用いて調査した。その結果、教育態度については、
14 名以上が、非感染性疾患に関わる教育が必要である、知識が十分、教育技術が十分、指導が
容易と回答した。その一方で、指導技術の改善を行っているや活動的授業を提供していると回答
した教員は半数程度であった。また、Body Mass Index (BMI）を正しく適用することができた教
員は 5名であり、数式を選択肢の中から正答したものは 3名であった。また、アクティブラーニ
ングの要素を取り入れた授業の実施率は 3 割程度であった。教員の自信のある態度とは裏腹に
知識や経験が不足していることが明らかとなった。 
令和 5 年度（2023 年）は、ラオス及びネパールでは、これまでに実施してきた月経をテーマ
とした包括的性教育、水衛生に関する教育実践研究のデータのとりまとめと論文化を進めた。ま
た、ネパールでは、2023 年 11 月末から 12 月末にネパールのトリブバン大学において、教員を
志望する大学生に対する非感染性疾患についての教授方法別のコンピテンシー調査を実施した。
具体的には、トリブバン大学のカトマンズ周辺のキャンパス、ポカラ周辺のキャンパス、ルンビ
ニ周辺のキャンパスの 3か所から、それぞれ約 80名を対象とした非感染性疾患の授業実践を行
い、授業の実施前後におけるコンピテンシーの変化を評価した。また、カトマンズ周辺のキャン
パスの実践においては、研修会の開催に加えて、教材を利用した授業を行ってもらい、ポカラ周
辺のキャンパスでの実践では、教材のみを利用した授業を行ってもらった。また、ルンビニ周辺
のキャンパスでの実践では、指導内容のみの伝達を行った。教授方法の違いによる学習効果の差 
と 5つの観点に関する得点の変化を評価したところ、d 影響の理解を除く 4つの観点について、
いずれの教授方法とも授業実践の事後に得点が向上し、教育効果があることが確認できた。また、
a 概念の理解、c 技能の定着については、交互作用が有意であり、開発した教材を用いた方が従
来の方法と比べて、得点の向上が大きく、教育効果が高いことが明らかとなった。d 影響の理解
については、教授方法の違いによる交互作用、学数の効果とも確認されず、領域によって学習効
果が異なることが確認された。c 技能の定着の観点の一つである BMI の算出は、受講前には 260
名中 4 名しか算出できなかったが、教授方法①では 82 名中 80 名、教授方法②では 86 名中 57
名、教授方法③では 94 名中 12 名のみが正しく算出することができた。このことは、主体的活 



動を用いた教材の利用により学習効果が高くなるとともに、授業実施者のワークショップを含
む研修活動により、教育コンピテンシーが高くなることを示すものと考えられた。また、2023年
12月 15日から 12月 28日にネパールを訪問し、非感染性疾患に関わる大学教員のためのワーク
ショップの開催並びにコンピテンシー調査を、ポカラ及びルンビニキャンパスの教員を対象に
実施した。さらに、2024年 2月 18日から 3月 5日にネパールを訪問し、非感染性疾患に関わる
大学教員のためのワークショップを開催した。 
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